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-Kli-i ∑LKd機 eiLpIP2`k'ApIP2鳩 '3eiLp2P3`k'Ap2P3'-











J監 - 去 e2qi-n'"
と定義される｡このとき以下のsumruleが自然になりたつ｡














Kl'T'- 緩 IApL2le2i∑ eLpepe･lAepe･1+1]
と書ける｡さらに計算すると容易に以下が示される｡




















K2(T) ニ Kー2Sn(T)-芸[N1-tTr(gt-3)+N2-tTr(gt-4)] (15)
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を得ることができる｡以上からN- ∞,i- ∞,響 -一定 なるスケーリングを用いると､















KTP,Q3C(T)- 一芸∑ 6(H l-t2-t3)N-t1-t2-1･(写 ,Tr(gt2)
KTP,ek(T)-芸∑6(i- t1-t2-i3)N-t･3N t2-3[Tr(gt3-2)(Tt(gtll2)-N-2Tr(gil)
-iNl2Tr(gil-2)Tr(gt3)+去N-3写lgtl,a,algt3,a,a]
一 芸∑6(i-tl-t2-t3)N-･3Nt2-3N固 [NTr(gil-2ト N-1Tr(gil)]
一 芸∑6(H l-t2I13)N-t･3Nt213N(半 ]lNTr(gt3-2)-iN-1Tr(gt3)]
これから､b-掌 とすると､3次まででformfactorは以下のようにあらわされることになるo









K(k) - 1lY(k;p) (19)
と書かれる｡
Y(r;p) - (慧 )2I1/K2( dkl/q∞dk2(2)sin(klr)sin(k2r)C2p2'kl-k2)'kl･k2,(20)
である｡これにFourier変換を施すと､以下のように表される｡












( 誓 C2e-4qc+2e-- C) た3･
(g e-bt･ 2e-bt) T3･
T = k
bL = 47TC.
(24)
(25)
(26)
したがって(17)でf(i)の部分の寄与が食い違うことが分かる｡しかし､b- 0とb- ∞のGOE,
GUE極限では両者は一致することが分かる｡
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4 おわりに
本研究では磁場あり量子グラフを用いて､FormfactorのGOE,GUE両極限を滑らかに1つの
パラメー タでつないで計算した｡その際無限個の周期軌道の和をいかに計算するかが課題であっ
たわけであるが､ここではHikamibo可8】に注目して系統立てて和を計算していった｡その結果3
次までの範囲でGOE,GUEの両極限でランダム行列の結果と一致する結果を得た｡今回はGlobal
Couplingの場合を扱ったが2次の範囲であれば (sumruleを満たす範囲において)任意のグラフ
に対して同じ結果を導くことができる｡bが有限の範囲において3次ではPandey-Mehtaと食い違
う項がでてくる｡この理由の候補は2つあり得る｡1つ目は量子系の準位統計は弱磁場のとき本当
は厳密にはPandey-Mehtaではないという理由であり､2つ目は3次に寄与するもっと非自明な
軌道の足し合わせが見落とされているため本来あうべきpandey-Mehtaに合わないのだという理
由だ｡我々の知る限り弱磁場のときにPandey-Mehtaがどれくらい精度よく量子系の準位統計を
記述しているかを議論した精度よい数値計算の例がない｡一方でランダム行列のコミュニティー
では当然Pandey-Mehtaは正しいだろう､と思われている｡bが有限のときに果たして本当はどう
なのか考察する必要があるだろう｡
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